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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、馬淵川沿岸 (一期)農業水利事業に関連して平成19年に発掘調査された二戸市上町遺

跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代の陥し穴・土坑などの遺構を検出した

他、遺物包含層から縄文時代晩期中葉の土器・石器などの遺物が出土し、該期の良好な資料を得るこ

とができました。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その

保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました農林

水産省東北農政局馬淵川沿岸農業水利事業所、二戸市教育委員会、三戸市埋蔵文化財センターをはじ

めとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成20年 10月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本書は、岩手県二戸市金田一字新田野26-7ほ かに所在する上町遺跡の発掘調査成果の報告書で

ある。

2 本遺跡の調査は、馬淵川沿岸 (一期)農業水利事業に伴い、農林水産省東北農政局馬淵川沿岸農
業水利事業所の委託を受けた (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施したものであ

る。

3 本遺跡の遺跡番号、遺跡略号は以下のとおりである。
遺跡番号 :IE89-2346/遺跡略号 :KM-07

4 野外調査面積及び調査期間、室内整理期間は以下の通りである。

調査面積 :180だ

野外調査期間 :平成19年 4月 9日 ～ 5月 14日

室内整理期間 :平成20年 2月 1日 ～ 3月 31日

5 野外調査は川又 晋 。北田 勲が担当した。室内整理は川又が担当した。
6 本書の執筆は「 I 調査に至る経過」については東北農政局馬淵川沿岸農業水利事業所に原稿を

依頼した。その他の執筆・編集は川又が行った。

7 各種鑑定・分析は以下の機関に委託した。
基準点測量・・・・・・・・株式会社柳平測量設計

航空写真撮影・・・・・・・東邦航空株式会社

火山灰分析・・・・・・・・株式会社パリノ・サーヴェイ

石材鑑定・・・・・・・・・花筒岩研究会

8 本書で用いる座標値は新座標 (世界測地系)に準拠 している。レベル高は海抜である。
9 本報告書で使用した地図は、国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図を使用した。
10 本書で使用 した土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版 標準土色帖」によっ

た。

11 遺物番号は連香で、写真図版と対応 している。

12 本書で使用 した遺構種別による略号は以下の通りである。

SK:土 坑・陥し穴 P:ピ ット (柱穴状土坑 )
13 野外調査及び本報告書の執筆にあたり、二戸市教育委員会、二戸市埋蔵文化財センターから多大

なご協力をいただいた。

14 出土遺物及び調査に関わる諸記録は岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

上町遺跡は、「国営馬淵川沿岸農業水利事業 左岸用水路付帯施設 (その 3)工事の内、金田一給
水管路工事」の施行に伴いその事業区域内に埋蔵文化財が存在することから発掘調査を実施すること

となったものである。

金田一給水管路は一級河川馬淵川から米沢揚水機場のポンプアップにより取水 し、左岸幹線用水路

から米沢吐出水槽を経由し野々上ファームポンド手前から分水される金田一支線用水路の末端で、二

戸市金田一地内約20haの畑にかんがいするためのパイプラインである。

当事業の施行に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、平成18年 7月 18日付 18馬淵第368号「馬淵

川沿岸農業水利事業実施計画における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により岩手県教育委

員会に対 して試掘調査の依頼を行つた。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成18年 9月 20日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには上町

遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成18年 10月 17日付教生第978号「馬淵川沿岸農業水利事業実施計

画における埋蔵文化財の試掘調査について (通知)」 により当事業所へ回答 してきた。

その結果を踏まえて当事業所は岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成19年 4月 2日付で財

団法人岩手県文化振興事業国との間で套託契約を締結し、発掘調査を実施することになった。

(東北農政局馬淵川沿岸農業水利事業所 )

ｏＯ
ヽ

一
Ш

Ｉ
Ｉ

第 1図 岩手県全図
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第 2図 遺跡の位置



遺跡周辺の環境

1位 置 と 立 地 (第 1・ 2図 )

上町遺跡は、 IGRい わて銀河鉄道金田一温泉駅の南約 2 km、 二戸市役所の北東約 3 kmに 位置す
る。上町遺跡は、国土地理院発行の 5万分の 1地形図「一戸」NK54-18-11及び、 2万 5千分の 1

地形図「陸奥福岡J NK54-18-11の 図幅中に含まれ、北緯40度 18分32秒、東経141度 17分51秒付近

に位置し、馬淵川左岸の河岸段丘上に立地する。

遺跡の所在する二戸市は、岩手県の北部に位置し、平成18年 1月 に旧・二戸市と二戸郡浄法寺町の

合併により成立した。市域総面積は42031kだ、西に入幡平市、南に一戸町、東に九戸村・軽米町と境

を接 し、北は青森県三戸町・南部町・田子町等との県境を接する。平成17年 10月 時点で総人口31,480

人、人口密度749人 /kだ、岩手県北においては沿岸部の久慈市と並ぶ内陸部の中心市である。二戸市

福岡付近では年平均気温10℃ 前後と県内でもかなり冷涼な地帯にあたり、年平均降水量は1000mm程

で、県平均よりもかなり少ない。

2周 辺 の 地 形 (第 4図 )

本遺跡の所在する二戸市は、青森県との県境に、東を北上山地に、西を奥羽山脈に挟まれる形で位

置し、中心を馬淵川が北流している。馬淵川は、北上山地北部 (葛巻町多々良山)を源流とし、沢内

川、安比川、十文字川等の支流を統合しながら青森県八戸湾に流れ込んでいる。緩やかに曲流するこ

の馬淵川によって、市内の石切所地区から金田一地区にかけて、数段の段丘と狭い沖積平野が形成さ

れている。段丘群は、高位から仁左平・福岡・長嶺 。米沢・堀野・中曽根といった段丘に区分されて

ヤヽる。

段丘上には十和田火山群を起源とする噴出物が堆積 しており、間欠的に堆積 した火山灰は、地形面

や地層を対比するための鍵層となっている。標高200～ 140mの仁佐平段丘上は、チャー ト・頁岩か

らなる礫層の上に高舘火山灰以上の火山灰をのせている。続 く標高140～ 100mの福岡段丘は、火山

灰流凝灰岩台地の性格を持ち、人戸火山灰 (12,700± 260B P)以上の火山灰が堆積する。米沢段丘

は馬淵川東岸の中町段丘と西岸の堀野段丘に区分される。標高は110～ 100m、 沖積段丘の古期面に

相当し、南部浮石 (8,600± 250B P)以上の火山灰が堆積する。さらに低位の中曽根段丘は、中lTR浮

石 (4,400± 140B P)の堆積がみられるが、南部浮石は乗せない段丘であるとされている。

上町遺跡は、馬淵川西岸の福岡段丘上に立地する、南北約1,100m、 東西約250mの細長い範囲であ

る。遺跡の西側は丘陵地である。東側は下位の段丘面となり、市街地として利用されている。北方に

は沢田川、南方には十文字川が流れ、いずれも東流して馬淵川に合流する。遺跡範囲の大半は、畑地

として利用されている。今回の調査区は遺跡の北側に位置する。調査区周辺は東向きの緩斜面で、標

品は120～ 130mである。

-3-



3 周辺の遺跡

3周 辺 の 遺 跡 (第 3図 )

二戸地区では、縄文時代から中近世まで、多数の遺跡が確認されている。これらの遺跡は、馬淵川

とその支流の流域、特に馬淵川西岸に多く分布しており、段丘面では、米沢段丘と堀野・福岡段丘に

多く立地している。遺跡の時代や時期は複合している場合が多く、そのほとんどが縄文時代と古代の

複合遺跡である。

上位の福岡段丘上には、縄文・弥生 。中世の複合遺跡の火行塚遺跡、縄文・古代 。中世の複合遺跡

である上里遺跡、中世の城館跡である佐々木館跡の遺跡が分布している。国の史跡指定を受けた中世

の城館跡、九戸城跡はこの段丘上の馬淵川東岸に位置する。

下位の米沢段丘上には、長瀬遺跡群 。家の上遺跡・荒谷遺跡・荒谷B遺跡・上村遺跡・下村遺跡・

沢内遺跡 r上田面遺跡など縄文時代と古代・中世の複合遺跡が多く分布している。

馬淵川対岸の堀野段丘上に位置する堀野遺跡は、縄文・古代の複合遺跡である。

No 遺跡名 れ室  房U 置 構 ・ 置 吻 時  代
1 野々上 H 散布地 縄文土器 縄文

2 出張 集落跡 土師器 奈史・平安

3 野々上館 城館跡 堀切 奈良・平安

4 野々上Ⅲ 散布地 縄文土器 縄文

5 仏 1日 散布地 縄文土器 縄 文

6 林 向 散布地 縄文土器 縄文

7 上の沢 I 散布地 縄文土器 縄文

8 上の沢 H 散布地 縄文土器 イ亀文
9 勝負沢 I 集落跡 土師器 奈良・平安

勝負沢 Ⅱ 散布地 縄文土器 縄文

勝負沢Ⅲ 散布地 縄文土器 縄文

下山井 散布地 縄文土器 縄 文

下山井館 城館跡 中世

段ノ越 散布地 縄文土器 縄文

駒焼場 集落跡 環状集落 。鏑失 平 安

大 釜 散布地 縄文土器 (中期 ) 縄 文

馬場 集落跡 土師器 奈良

秋葉 散布地 縄文土器 縄 文

四戸城 (金田一城 ) 城館跡 空堀 ・平場 ・土塁 中世末～近世

,中 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代
八ツ長 I 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

八 ツ長 Ⅱ 散布地 縄文土器・土師器 絹 す ・ 古 代

八 ツ長 皿 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代
24 八ツ長Ⅳ 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代
戸花 散布地 縄文土器 縄 文

荒田 I 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

荒田Ⅱ 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

荒田Ⅲ 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

荒田Ⅳ 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

上田面Ⅱ 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代
上 町 散布地 縄文土器 縄文

大川原毛 散布地 縄文土器 縄 文

堀 野 集落跡・祭祀跡 古墳・蕨手刀・竪穴住居・配石 縄文・古代
上田面 集落跡 方形周溝墓・住居跡・土師器・鉄製品 弥生・古代

海老田 散布地 縄文土器・土師器 糸昌す 古 代

糸田定盛 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

釜屋敷 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

十文字 散布地 縄文土器・土師器 縄文・古代

長嶺 散布地 縄文土器 糸亀文

佐々木館 (稲オ↓会官) 散布地・城館跡 縄文土器・土師器・掘 中世

米沢 集落跡 縄文土器・土師器 縄文 古 代

Tホ寸 集落跡 配石・住居跡 縄文・古代

43 堀野館 城館跡 空堀 平場・土師器 中世

第 1表 周辺の遺跡
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第 3図 周辺の遺跡
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4 基本層序

4基 本 層 序 (第 7図 )

I～Ⅸ層に大別している。 I層上面が現地表面である。 I層 は、道路の表土・盛上で、砂利を主体

とする。Ⅱ層は堅く締まる暗褐色土で、これも道路の盛土とみられる。 I・ Ⅱ層は、近現代に形成さ

れた層である。Ⅲ層は十和田 a火山灰層 (約 1,100年前)である。調査区西側の斜面から平坦部に至

る傾斜変換点の周辺では比較的良好に堆積するが、東側では堆積はみられない。層厚は厚い所でも

2 cm程度で、断続的に堆積する。Ⅳ層は、Ⅳ a・ Ⅳ b・ Ⅳ c層に細分した。Ⅳ a層は黒色上で、白色

粒子を全体に含む。この白色粒子は十和田bテ フラであることが火山灰分析により判明している。Ⅳ

a層は縄文時代晩期の遺物を最も多く包含する。Ⅳb層は黒褐色土。この層の上面が縄文時代晩期の

生活面であったとみられる。Ⅳ c層は暗褐色上で、下のV層を起源とする中lTR浮石 (ア ワズナ)を含

む。V層 は中lTR浮石層 (約 5,500年前)の純層で、層厚は最大10cm前後である。Ⅵ a・ Ⅵb層は南部

浮石 (ゴロタ)を含む黒色土で、Ⅵb層は南部浮石の混入量が多い。Ⅷ層は南部浮石層 (約 8,600年

前)の一次堆積層である。

調査区内の標高は120～ 130mで、西側から東側へ行くにつれ標高が低くなる。西端から24グ リッ

ドまではやや傾斜があり、24グリッドから55グリッドにかけては平坦に近く、55グリッドで最も標高

が低くなる。55グ リッドから76グ リッドまで緩やかに上がり、その東側は再び傾斜が急になる。

調 査 方 法

表土除去はバックホーを用いて行った。調査範囲が狭いことから、用いたバックホーは0.2ゴ の小

型の機種である。表土除去は、十和田 a火山灰であるⅢ層上面までを目安に行なった。表土除去を行

なった箇所から順次、人力による遺構検出を行なった。遺構の有無を確認し、遺構が確認されなかっ

た箇所は下層へ掘り下げて検出、遺構が確認された場所は精査後に掘 り下げ、再検出といった作業を

繰 り返した。最終調査面は、中辣火山灰層下のⅥ a層 とした。

グリッドは、調査区の長軸方向がX系座標の方向と異なることから、任意の軸を基準として設定し

た。列方向を数字で 1・ 2… …90、 行方向をアルファベットで a・ b… … jの ように2m毎に区切 り、
グリッド名は、la・ 2a… … lb・ 2bの ように名付けた (第 6図 )。 基準点はこのグリッドに沿うよう

に打設した。基準点の座標値は表の通りである。遺物の取 り上げについては、行方向の区切 りを省略

している。例えば、15グ リッド出土と言えば、15b。 15cの 2グ リッド分をまとめたものを指す。す

なわち、細長い調査区を2m幅で区切つたものを遺物の取り上げ単位とした。

検出した遺構に対 し、検出順に遺構名を付 した。遺構名は、SK(陥 し穴状遺構・土坑 )、 P(柱

穴状土坑)な どの略号を使用した。

写真撮影は、 6× 7判 中判カメラ (モ ノクロ)、 一眼レフデジタルカメラを基本的に使用し、35mm

カメラ (モノクロ)を補助的に使用した。

断面図は、レベルを用いて水糸を張りそれを基準として行った。平面実測は水糸によるメッシュを

張るのが困難なため、業務委託で打設した基準杭をもとに、すべて光波を用いて測量を行なった。
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Ⅱ 遺跡周辺の環境

圏 Ⅷ ‖ Ⅷ 岡 鰯 Ⅷ
丘陵地 I 丘陵地Ⅱ   砂礫段丘 I   砂礫段丘Ⅱ   砂礫段丘Ⅲ
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0          (1 :25000)        1250m
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第 4図 地形分類図
-7-



-8-

第 5図 調査区全体図
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第 6図 遺構配置図
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I 遺跡周辺の環境

調 査 経 過

平成19年 4月 9日 、資材を搬入し調査を開始した。調査原因はパイプラインエ事に伴うもので、調

査区は道路 (法定外道路)下の幅約 lm、 全長180mの細長い範囲である。この道路は砂利敷で、畑

へ至るための通路として利用されており、調査開始前に道路使用許可を申請した。

調査にあたる最大の問題点は、この道路の通行を確保 しつつ調査を進めなければならないことで

あった。掘削すれば通行が不可能となるため、調査区脇の畑地に調査区沿いに7mの幅で借地を行

なった。この部分を仮設道路・排土置き場として利用した。

4月 10日 に、バックホーによる表土除去を開始した。Ⅲ層上面までを目安とし、基本的に調査区北

側から南側へ向かって進めていった。掘削した廃土はそのまま調査区脇の借地部分に置いて行った。

調査区北端部と南端部は、脇に仮設道路が設置できなかったため調査を後回しにした。この部分につ

いては後に表土除去を行ったところ、遺構が検出されなかったためすぐに埋め戻 した。 4月 12日 に基

準杭打設を行った。

その後、人力による作業で、検出・下層への掘り下げを繰 り返すことになるが、地表面から最終検

出面までの深さは、深いところで約1.70mと なった。一部の地点については、その下のⅦ層上面、も

しくはそれ以下の面まで トレンチを掘 り下げ確認を行っている。掘削深度が深 くなると調査区脇に盛

り上げた廃土の山も高くなり、排上の搬出が非常に困難となった。

調査終了間際の 5月 8日 に航空写真撮影を行なった。 5月 9日 に、県教育委員会生涯学習文化課に

よる終了確認を行った。その後、 トレンチを増やし、Ⅵ a層以下の確認を可能な限り行なったが、遺

構・遺物とも検出されなかった。 5月 10日 からバックホーによる埋め戻しを開始し、 5月 14日 まで埋

め戻しを行なった。埋め戻しと並行して、仮設道路・残土置き場として利用した畑部分の石拾いなど

を行い、調査前の状態に戻 した。

5月 14日 に資材を搬出し、すべての作業を終了した。

基準点名 x座標 y座標 標 高
Kl 34276200 39399.076 126077

K2 34229698 39487.606 123273

Hl 34280850 39390.223 127.579

H2 34240.376 39445,773 123.012

H3 34235,726 39454.626 123.021

H4 34225.048 39496459 123.542

上町遺跡基準点一覧表 (座標値は世界測地系 )
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Ⅲ 検出遺構と出土遺物

1検 出 遺 構

検出遺構は、陥し穴 2基、土坑 4基、柱穴状小土坑 3個である。調査区が狭いため、遺構の一部し

か確認できなかったものがほとんどである。

S K01土坑 (第 8。 11図、写真図版 5。 12)

20cグ リッド付近に位置する。Ⅳ c層上面で検出した。遺構の北端と、南端とも調査区外にあり

不明であるが、平面形は楕円形に近いと推定される。調査区内で確認できた東西の幅は、開口部220

m、 底部0,96mで ある。確認面から底面までの深さは1.10mで、Ⅶ層まで掘 りこまれる。底面は平坦

で、壁は外傾する。埋土は黒色土主体である。遺物は、縄文土器片 5点 (63g)が 出土し、このうち

1点 (1)を掲載した。 1は、壼の肩部で、地文のみである。縄文時代の遺構 と考えられるが、時期

の詳細や性格は不明である。

S K02土坑 (第 8・ 11図、写真図版 5'12)

77bグ リッド付近に位置する。Ⅳ c層上面で検出した。平面形は楕円形で、長軸方向はN-30° 一

Eである。規模は、開口部径170× 150m、 底部径 1.40× 1.25m、 確認面から底面までの深さは0.60m

である。底面は概ね平坦で、壁はやや外傾する。埋土は黒褐色土主体で、南部浮石を含む。底面はⅦ

層まで掘 りこまれる。遺物は、縄文土器109点 (1,674g)が 出土し、このうち 8点 (4～ 11)を掲載

した。 4は粗製深鉢の口縁部で、地文のみ施される。 5～ 7は鉢の回縁部である。 5は 口縁部が内

側へ屈曲する。 2条の細い沈線が巡 り、その間に刺突が施される。 6は頚部にくびれを持つ器形で、

体部には磨消縄文が施される。 7は口縁部付近まで磨消縄文が施される。 8は浅鉢の口縁部で、沈線

で曲線的に文様が描かれる。 9～ 11は台付鉢である。 9は頸部付近に大突起を持ち、体部上半と台

部に「 C」 字の文様が描かれる。10は台部のみである。11は小形で、全体に地文が施される。出土遺

物から、縄文時代晩期中葉頃の遺構と推定される。

S K03陥 し穴 (第 8図、写真図版 5)

48iグ リッド付近に位置する。Ⅳ c層上面で確認した。遺構の北端、南端ともに調査区外にあり全

容は不明であるが、平面形は溝状で、長軸方向は調査区とほぼ垂直方向のN-18° ―E付近と推定さ

れる。長軸方向は、確認できた範囲で全長100mで ある。短軸方向は、開口部幅1.20m、 底部幅020

mで、開口部から底部にかけて窄まる形状である。確認面から底面までの深さは1.10mである。底面

はⅦ層まで掘りこまれる。出土遺物がなく時期の詳細は不明であるが、形】犬から縄文時代の陥し穴と

考えられる。

S K04土坑 (第 9図、写真図版 5)

74cグ リッド付近に位置する。Ⅳ c層上面で確認した。遺構の南東側は調査区外にあり不明である

が、平面形は楕円形と推定される。 S K06陥 し穴と重複し、これを切る。調査区内で確認できた部

分は、開口部径2.10m、 底部径1.50mで、確認面から底面までの深さは0.60mである。底面は平坦で、
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Ⅲ 検出遺構と出土遺物

壁はやや外傾する。底面はⅦ層まで掘 りこまれる。遺物は、縄文土器 6点 (43g)が 出土 したが、体

部の小破片であるため掲載 しなかった。縄文時代の遺構 と考えられるが、時期の詳細や遺構の性格は

不明である。

S K05土坑 (第 9図、写真図版 5)

64dグ リッド付近に位置する。Ⅳ c層上面で検出した。遺構の南側は調査区外にあり不明である。

埋土は黒褐色土主体であるが、壁をなすⅣ b層 との識別が難しく、西側は掘 り過ぎてしまった。底

面は平坦で、壁はやや外傾する。底面に径0.15m程度の副穴 1個を伴う。遺物は、縄文土器 4点 (49

g)が出土したが、地文のみの体部小破片であり掲載しなかった。縄文時代の遺構 と考えられるが、

時期の詳細や遺構の性格は不明である。

S K06陥 し穴 (第 9・ 11図、写真図版 5。 12)

74cグ リッド付近に位置する。Ⅵ c層上面で検出した。遺構の東端、西端は調査区外にあり不明で

あるが、平面形は溝状で、長軸方向はN-75° 一Eである。確認できた範囲では、長軸方向の全長が

130mで、開口部幅0,80m、 底部幅016m、 深さ0.80m。 である。 S K04土坑に切られる。検出時プラ

ンは明瞭ではなく、 S K04土坑の精査中にようやく確認できた。遺物は、縄文土器 4′点 (24g)が出

土し、このうち 2′点 (2・ 3)を掲載 した。いずれも鉢の口縁部である。 2は口縁部付近に平行沈線

3条が施され、その下位は地文である。 3は頸部にくびれを持つ器形で、顎部は無文、頚部の付け根

に刺突列、体部下位に磨消縄文が施される。出土遺物から、縄文時代晩期中葉の遺構 と考えられる。

桂穴状土坑 (第 10図 )

調査区東側の65～ 67グ リッド付近で 3個 (Pl～ 3)確認している。いずれも、V層上面で検出

したが、掘りこみ面はこれより上層であつた可能性もある。 3基の配列は直線的ではなく、Pl'P

2間が約 3m、 P2・ P3間が約 2mと 、間隔も異なる。建物を構成する柱穴であったと断定する根

拠はない。埋土は黒褐色上が主体である。ピットの各規模は表の通りである。出土遺物はなく、時期

の詳細は不明である。

遺構名 グリッド 検出面 長軸 (m) 短軸 (m) 深 さ (m)

Pユ
ウ
ｒ
淡
∪ V層上面 0.28 024 0.44

P2 66c V層上面 028 ８つ
る
（
） 0.22

P3 65d V層上面 ４Ｏ
υ
∩
）

つ
る
０
じ
∩
） 0,18

柱穴状土坑一覧表

2 包含層出土遺物

遺物包含層 (写真図版 6～ 9)

出土した土器の総重量は61,099gで ある (調査区外で表採した4,833gを 含む)。 遺構内の出土重量

は1,853gで、遺構外の出土重量は54,413gで ある (出土地′点不明のものが3,529gあ り、出土地点の分

かるものは50,884gで ある)。 各グリッドの遺物出土重量・点数は第 3表に示した。調査区西端の 1

～ 15グ リッドでは遺物は全く出土していない。16～ 60グリッドでは散発的に出土するものの、量は

僅かである。61グ リッドより東側では遺物が多く出土している。 lグリッドあたりの出土重量は、61
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2 包含層出土遺物

～ 66グ リッドで100～ 600g程度、67～ 75グ リッドでは1,000g以上で、最大で8,994gが出上 した。

76・ 77グ リッドでは800g前後である。78～ 83グ リッドでは全 く出上していない。67～ 77グ リッドは、

調査区内での面積比が約13%であるのに対し、土器出土重量は、全体の約80%を 占める。出土層位は

Ⅳ a・ Ⅳ b層にかけての層厚20～ 30cmの範囲である。Ⅳ a層 は十和田 b火山灰を含む黒褐色土層で

ある。遺物の概略は以下に述べる。

(1)縄文土器・土製品 (第■ ～ 20図、写真図版12～ 21)

12～ 129は遺構外、主に包含層出上の縄文土器である。主に器種を基準として分けて掲載したが、

区分は厳密なものではなく、器高が口径より大きいものを深鉢、器高と口径がほぼ同じのものを鉢、

器高が口径より小さいものを浅鉢としている。計測できない破片については推定により分けている。

鉢には台付のものがある。器種はこの他に壼、ミニチュア土器がある。文様の特徴から大半が晩期中

葉の大洞C2式に比定されると考えられる。
12～ 29は粗製の深鉢である。12～ 14は内湾する器形で、13は口唇部に突起を持つ。15はやや外反

する器形で、口唇部に押圧が施され、外面から内面へ穿孔されている。16～ 18は口唇部に刻みがあ

り、頸部には複数の沈線が平行に巡る。16・ 18は口唇部にB突起を持つ。19～ 22は 口唇部に押圧が

施され、頸部には多数の沈線が巡る。23～ 28も 口唇部に押圧が施され、23・ 24の頸部は 2条の沈線

の間が無文となり、25～ 28の頸部は無文である。29は波状の口縁部で、顕部に沈線と無文帯を持つ。

30～ 56は鉢である。顎部と体部の境界で屈曲する器形で、口縁部は直立または内傾する。口縁部

は波状のものと、平縁に細かい刻みが施されるものがあり、冬部は無文である。30～ 37は頸部に沈

線が巡り、35～ 37は沈線の間に連続刺突列がある。38～ 41は沈線が縦に連結し工字文となる。42・

43は頸部と体部の境界に隆帯をもつ。45～ 53は、顎部が無文である①このうち50～ 53は頸部と体部

の境界に突起がある。50～ 53は他の鉢に比べ小型である。50は底部付近が失われているが、台部が

存在した可能性がある。53は体部が九みを帯びた器形である。54～ 56は頸部がくびれ、曲線的に外

湾する。口唇部に深い刻みが施され、顎部と体部の境界に刺突列が巡る。56は
/th部にも沈線が施され

る。

57～ 66も 鉢であるが、顎部で屈曲せず、底部から回縁部まで緩やかに立ち上がる器形である。

57・ 58は波状の口縁で、体部下半の地文の上を沈線による曲線で区画 し、一部を磨 り消 している。

59。 60は 口縁部から体部下半まで地文のみであり、59は 口縁部に突起を持つ。61～ 65は 口縁部付近

に 2～ 3条の沈線が横位に巡る。63は器壁が薄い。64・ 65は沈線の間にも地文が施される。66は 口

唇部が内側へ折れ、その上面に沈線が施される。一部が山形の突起状となっている。

67～ 75は台付鉢である。67。 68は頸部に沈線が巡り、体部は地文のみである。67・ 68と も口唇部

に突起を持つが、67は突起の間に刻み、68は地文が施される。69は顎部と体部の間に隆帯を持ち、体

部には地文の上に沈線により曲線が描かれる。70～ 74は台部のみである。70'73・ 74の台部は無文、

71は地文のみ、72は 4条の沈線が横位に巡り、縦方向の短い沈線がある。75は小形の台付鉢で、無文

である。

76～ 95は浅鉢である。76～ 82は、頸部と体部の境界で屈曲し、隆帯が巡る。体部は、76～ 78が

地文のみで、79～ 82は磨消縄文が施文される。日唇部には刻みがある。83・ 84は体部に工字文が施

される。85～ 88も 頸部で屈曲するが、隆帯は持たず、頸部が無文である。89～ 92は 口縁部まで緩や

かに立ち上がる器形で、地文は施されない。89・ 90は内外面とも磨きが施され、口縁部に2条の沈線

が巡る。93～ 95は小形の浅鉢である。93は、85を そのまま縮小 したような器形・文様である。94は
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Ⅲ 検出遺構と出土遺物

丸底で、口縁部まで緩やかに立ち上が り、地文のみが施される。

96～ 109は、底部のみの破片で、ある。96～ 103は鉢または浅鉢、104～ 109は粗製の深鉢とみら

れる。102・ 103以外は地文が施される。

111～ 126は壼である。110～ 112は同一個体の可能性がある。顎部は無文で、体部上半は横位に数

段の沈線が巡り、その間に磨消縄文が施される。体部下半は地文のみである。無文部分は丁寧に磨き

が施され光沢がある。113は粗製の壺で、体部上半に最大径を持つ。頸部はやや内傾し、無文である。

114～ 116は小形の壼である。114は頸部のみ無文である。115は体部上半に数段の平行沈線があり、

その間がクランク状の沈線で区切られ、体部下半は地文のみである。頸部は無文で丁寧に磨かれ、上

位に 2条の沈線が巡る。116は 口縁部に 1条の沈線が横位に巡る他は、口唇部を含め全体に地文が施

される。頸部はやや外傾する。117～ 120は壼の口縁部で、日唇部付近に沈線や突起などがみられる。

119は朱塗 りである。121は体部上半の無文部分に縦横の沈線がある。122・ 123は底部付近で、122は

無文、123は地文のみである。124～ 126は ミニチュアの壼で、126は台が付 く。

127は 中空の筒状で、注目土器の注口部と思われる。128は、一見浅鉢のようであるが、体部の曲が

り具合などから舟形のような器形が想定できるため、そのように図化 した。129は土偶の一部と推定

されるが、部位は不明である。地文部と無文部が沈線で区切られる。

(2)石器・石製品 (第21～ 24図、写真図版22～ 24)

201～ 204は石鏃で、201のみ無茎、202～ 204は有≧である。201はチャー ト、202～ 204は頁岩製

である。205・ 206は頁岩製の石匙で、いずれも横長である。207～ 209は石錐である。207は メノウ、

208・ 209は頁岩製である。210は楔形石器で、頁岩製である。211～ 217は 2次加工ある剥片である。

212は破断しており、石匙やスクレイパーの一部であった可能性がある。213は凝灰岩、211・ 212・

214～ 217は頁岩製である。219～ 221は石核で、いずれも頁岩製である。上記のほか、剥片が調査区

全体で7225g出上している。石材はすべて頁岩である。出上が多かったのは主に67グ リッド以東の

包含層である。グリッド毎の剥片出土重量 。点数は第 2表に示した。

222は凝灰岩製の岩板である。破損 しているが、円盤状の石材の表裏と側縁に、数条の細い沈線が

刻まれる。223は磨製石斧の基部で、頁岩製である。224～ 229は石棒で、224は棒状、225～ 229は偏

平である。いずれも破損している。224は砂岩、228はホルンフェルス、225～ 227、 229は粘板岩製で

ある。230はデイサイト製の石製円盤である。231・ 232は安山岩製の磨石である。231は片面、232は

両面に磨 り痕跡が確認できる。233・ 234は安山岩製の凹石である。233は両面、234は片面に凹みが

確認できる。235は閃緑岩製の礫器で、側縁に両面からの調整が施される。236～ 239は石皿である。

236・ 239はデイサイト、237・ 238は安山岩製である。286は表面に擦痕がみられる。237'238・ 239は

縁辺が高く、中央が窪むように加工されている。
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Ⅲ 検出遺構と出土遺物
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Ⅲ 検出遺構と出土遺物
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めとまⅣ

今回の調査では、遺跡の北側を東西に横断する180∬の範囲を調査した。遺跡内には十和田 a・ 十

和田 b・ 十和田中扱・南部テフラなどが良好に堆積する。遺構は陥し穴 2基、土坑 4基、柱穴状土坑

8個 を検出した。陥し穴・土坑は縄文時代の遺構とみられる。遺構の大半は調査区東側に多く分布す

る。陥し穴の存在から、縄文時代には狩猟場として利用されたと考えられる。その他の土坑の性格は

不明である。住居跡の検出はなかった。

調査区東側の平坦部では縄文時代晩期の遺物包含層を確認した。遺物を包含する層は十和田 bテフ

ラを含む。遺構の一部はこの遺物包含層の下位で検出している。

包含層から出土した土器深鉢・鉢・浅鉢・台付鉢・壼・ミニチュア土器 。土偶などである。上器は

縄文時代晩期中葉の大洞C2式に属すると考えられ、他の時期の混入は殆どない。石器は、石鏃・石

匙・石錐・スクレイパー・石核・剥片・磨製石斧・石棒・岩版・磨石・凹石・石皿が出土した。

限定された範囲の調査であり、遺構・遺物は遺跡のごく一部を垣間見たに過ぎない。調査区に隣接

する畑地では多くの縄文土器が表採されており、調査区外にも良好な資料が豊富に埋蔵されているこ

とを予感させる。今後、隣接部分を調査する機会があり、遺跡の性格が明らかになっていくことを期

待したい。

土器重量 (g)
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第25図 グリッド別土器出土重量
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出土地点 土器重量 (質 ) 土器点数 (点 ) 重量比 (%) 剥片数 (点 ) 剥片重量 (g)

グリッド16 2 0050/O 0 0

グリッド17 0 000% 0 0

グリッド18 0 000% 0 0

グリッド19 0 000% 0 0

グリッド20 0 0000/O 0 0

グリッド21 0 000% 0 0

グリッド22 8 013% 0 0

グリッド23 0 0000/O 0 0

グ i,ッ ド24 0 000% 0

グリッド25 3 0040/O 0 0

グリッド26 4 009% 0 0

グ
'ブ
ッド27 11 023% 0

グリッド28 0 000% 0

グリッド29 1を12 7 036% 0 0

グリッド30 2 013% 0 0

グリッド31 0 0 0000/O 0

グリッド32 0 0 0000/O 0

グリッド33 0 0 000% 0

グ リ ツ ド34 1 007% 0

グ
'タ
ッド35 8 012% 0

グリッド36 0 0 000% 0

グ リ ツ ド37 0 0000/O 0

グ リ ツ ド38 0 0 000% 0

グリッド39 0 0 000% 0

グリッド40 0 0 000% 0

グ リ ド41 0 0 000% 0

グ リ ノ ド42 0 0 000% 0

グリッド43 013% 0

グリッド44 0 0 000% 0

グ リ ド45 0 000% 0

グ リ ノ ド46 46 1 009% 0

グリッド47 0 0000/O 0

グリッド48 0 0 0000/O 0

グリッド49 0 000% 0

グリッド50 1 003% 0

グリッド51 007% 0 0

グリッド52 0 000% 0

グ
'デ
ッド53 016% 0 0

グリッド54 7 0170/O 0 0

グリッド55 2 1 000% 0 0

グリッド56 4 006% 0 0

グリッド57 0 0000/O 0 0

グリッド58 2 0130/O 0 0

グリッド59 1 003% 0 0

グリッド60 3 0050/O 0 0

グリッド61 4 0210/O 0

グリッド62 3 007% 0

グリッド63 060% 0

グ リ ツ ド64 043% 0 0

グリッド65 593 116% 0

グ リ ツ ド66 055% 0

グ リ ツ ド67 3,663 720% l

グリッド68 3.647 717% l

グリッド69 953% 5

グ リ ド70 5,505 1082% l

グ リ ツ ド71 8,994 1767%

グ リ ツ ド72 484 1060% 2

グ リ ツ ド73 6,117 12020/O 1381

グリッド留 6,541 12860/O

グ リ ド75 3840/O 8

グリッド76 1550/O 2

グリッド77 1600/O 0

計 50,884 4892 100000/O

第 2表 グリッド別上器・剥片出土重量
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平
 
突
起

,(
文
 
非1
突

洗
撤
文

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
女
褐

4
SK
02
埋
土
上
位

深
鉢

○
平

LR
ヨ
コ
判
1製

壮
少
少
J

5
SK
02
底
面

沐
Э

刻
日
 
沈
線
 
刻
日
 
沈
隷

LR
ヨ
コ
IJ
縁
凧
‖‖
 
内
面
炭
化
物

沿

6
SK
02
埋
土

鉢
Э

12
4

波
皿 一

洸
線
2 
1先
線
文

LR
ヨ
コ
H縁
内
側
に
沈
nl
 
ミ
ガ
キ

灰
責
4L
J

SK
02
埋
止
上
位

波
洸
線

を
撤

RL
ヨ
コ
H縁
内
側
に
沈
線
 
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
女
栓

8
SK
02
ト
レ
ン
チ

尾
鉢

○
平

を
線
文

RL
に
ぶ
い
文
掲

9
SK
02
埋
土
上
位

台
ll
鉢

Э
D

)7
12
7
平

沈
線
(勺
,

無
文
 
来
1突
 
大
突
,l
tl
要
形
文
 
沈
ll

RL
台
器
に
澗
巷
文
 
内
外
,F
炭
化
物
に
ぶ
い
黄
イ●
砂
少
J

10
SK
02
埋
土
上
位

台
付
鉢

D
,7

LR
ヨ
コ
台
部
匁
〔文

に
バ
い
■
栓

ll
SK
02
埋
上
上
位

台
付
鉢
○
D

,2
突
起
1

地
文
の
み

台
イ
性
は
■
文

に
ぶ
い
責
怜
砂
少
キ
!

12
グ
リ
ッ
ド
68
Ⅳ
b下
し

深
鉢

○
平

地
文

地
文

ll
ll
掲

砂
多
T

13
グ
リ
ツ
ド
68
Ⅳ
b中
位
 6
9Ⅳ
b中
位

深
鉢

Э
平

B突
起

地
文

女ヽ
褐
砂
少
l士

14
グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

深
鉢

○
平

地
文

外
山
i炭
化
物

村
砂
多
千

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b上
位

深
■
lN

○
平

押
圧

地
文

ケ
孔

砂
多
il

16
グ
リ
ッ
ド
73
Ⅲ
 7
3Ⅳ
b上
位
 7
3Ⅳ
b中
位
 7
4Ⅳ
b中
位
深
鉢
O

平
 B
突
旭
刻
日
 
沈
線
(内
)沈
lR
3

地
文
の
み

RL
ミ
ガ
キ
 
内
ク ト
1l
f炭

に
ぶ
い
褐
砂
少
|,

17
70
Ⅳ
b_
ヒ
位
 7
0Ⅳ
b中
位
 7
1Ⅳ
bl
口
位

深
鉢
O
Э

17
7
53

ギ
亥
1日
 
沈
線
(内
)

沈
線
 
社
文
 |
を
l・
A 
B突

肛
地
文
の
み

R
内
山「
炭
化
物

に
ぶ
い
女
使

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅲ
 7
2Ⅳ
b上
位
 7
2Ⅳ
b中
位

深
if
N

の
平
 B
突
起
山
形
突
起
 
沈
線
(内
,

1尤
線
4

↓
文
の
み

く
L
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
責
精
砂
少
汗

グ
リ
ッ
ド
70
Wb
中
位

深
鉢

○
平

沈
椒
6?
不
14

地
文

に
ぶ
い
責
褐
1/
少
十

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位
 7
2Ⅳ
b上
位

深
鉢

Э
押
庄

沈
級
8

に
ぶ
い
jt
0
砂
多
モ

21
グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位

深
鉢
O

平
押
肝

沈
線
7

碇
イF
な
し

iL
砂
多
ii

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
a中
位

深
鉢

○
沈
継
よ「
li

lt
線
5

甍
存
せ
ず
不
明

1/
Nl
hi
炭
化
物

に
ぶ
い
褐
砂
少
ヤ

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
セ

深
鉢

○
平

沈
線
 4
〔
文
 
沈
線

地
文

そ
L

1■
砂
多
!

グ
リ
ツ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位

深
鉢

Э
平
 
小
披

ll
lJ
Ii
l 
l

沈
線
 
無
文
 
沈
線

地
文
の
み

り
]褐

砂
少
it

グ
リ
ツ
ド
74
Ⅳ
b中
位

深
鉢
0

平
押
圧

,T
文

な
し

に
ぶ
い
」(
袴
砂
多
J

グ
リ
ッ
ド
77
Ⅳ
a上
位

深
鉢

○
平

押
圧

沈
線
 4
L文

残
存
せ
ず
巧
剖
月

「
)]
褐

砂
多
坦

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅳ
b上
位

深
鉢

Э
押
圧

条
狼

に
ぶ
い
i.
PJ
l1
/多
上
!

28
グ
リ
ッ
ド
73
Ⅱ

深
鉢

Э
平

押
圧

無
文

に
ぶ
い
丈
褐
砂
多
ユ

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅳ
b上
位
73
Ⅳ
b中
位

深
鉢

○
28
8

波
沈
i■

沈
線
3

「
併
よ
内
側
に
沈
撤

こ
ぶ
い
黄
1,
砂
多
呈

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1b
Ⅳ
b中
位

鉢
Э

渡
沈
線
(内
 
ヒ
)

沈
線
5

地
え
の
カ

К
し

脩
砂
少
妃

31
グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b上
位

鉢
D

平
刻
日
 
突
起

沈
線
3

日
緑
内
側
に
沈
紋
 
内
lH
炭
化
物

l.
D

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅳ
b下
位

鉢
D

度
沈
線
(内
 
上
)

沈
線
3

こ
ぶ
い
責
褐

グ
リ
ッ
ド
67
Ⅳ
b下
位

鉢
D

沈
線
(内
)

|を
it
r3

地
文

内
外
帝
F炭
化
物

こ
ぶ
い
責
植

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位

鉢
D

皮
沈
線
4

こ
ぶ
い
貰
構

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b上
位

鉢
沈
線
5 
床
」突

地
文

天
萱
IP
J

グ
リ
ッ
ド
69
Ⅳ
c

鉢
平

沈
線
5
刺
突

地
文

ミ
ガ
キ

こ
ぶ
い
女
情

グ
リ
ッ
ド
65
Ⅳ
b中
位

鉢
D

平
 
突
起
沈
線
(L
)

沈
|・
k 
刻
日
 
刺
突

狙
〔文

ミ
方
キ

二
ぶ
い
黄
袴

グ
リ
ッ
ド
69
Wb
上
位
 7
0Ⅳ
b中
位
 7
1 
Ⅳ
b中
位

鉢
D

17
5

左
沈
線

日
LR
ヨ
コ
口
縁
内
側
に
沈
線
 
内

“「
決
化
物

冷

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅳ
b上
位

鉢
D

//
沈
級

日
光
l 
JI

日
縁
lN
l側
に
沈
線
 
ミ
ガ
キ

砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位
 7
2Ⅳ
b上
位
73
Ⅳ
b上
位

鉢
D

光
線
(上
 
内
)

沈
線
 
刺
突

沈
lt
 k

LR
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
責
積
砂
少
11

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位
 7
2Ⅳ
b中
位

鉢
D

皮
沈
線

匹
′ ,
 
沈
線

沈
線
 
地
文

LR
内
i雨
炭
化
物

こ
バ
い
責
ヽ

'
グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位

鉢
D

を5
3

刻
日
 
沈
線
(内
)

沈
線
 
無
文

地
文
の
み

フ
R

オ
キ
 1
殉
i百
)と
化
4〃

こ
ぶ
い
i1
7村

グ
リ
ッ
ド
67
Ⅳ
b中
位
 6
8Ⅳ
b中
位

鉢
D

平
 
突
起
沈
繰
(内
)地
文

無
文
 
突
テ ヒ

光
lI
 I
t文

RL
砂
少
三

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅳ
b上
位

鉢
平
 
突
起

沈
線
 
無
文

地
文
の
み

内
面
炭
化
物

り]
褐

砂
少
〒

グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b上
位

鉢
D

指
頭
圧
痕

lt
文

地
文

に
ぶ
い
橙
砂
少
豊

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

鉢
D

平
沈
線
 
無
文
 
沈
線

地
文
の
み

RL
内

“

i炭
化
物
 
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

鉢
D

平
沈
線
(内
)亥
1日

沈
線
2

に
ぶ
い
式
掲

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b中
位

鎌
D

平
狂
支

し
文
の
み

RL
内
外

“

F炭
化
物

に
ぶ
い
丈
怜



1 
  
  
第
3表
 
土
器
観
察
表
②

⇔

|

掲
故
配

出
土
地
点

器
種

縁 存

日 残

部 存
底 残
略 て ｃ
ｍヶ
最
大
径

(c
m)
離 で ｃ
ｍ，
絲 てｃ
ｍ，

唇 状
口 形

口
唇
部

顕
 
部

胴
H`

原
 
体

柿
 
考

色
 
調
混
人
物

グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b中
位

鉢
○

平
突
起

先
線
 
無
文
 
沈
線
 
突
JI
E
地
文
の
み

RL
ミ
ガ
キ
 
内
面
炭
化
物

に
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
77
Ⅳ
a上
位

鉢
先
lR
2 
B突
起

地
文
の
み

に
が
い
黄
橙

51
グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
a中
位

鉢
○

平
 
突
起
沈
線
(上
 
内
)突
起
沈
線
 
無
文
 
沈
線

地
文
の
み

に
ぶ
い
構
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
74
rV
b中
位

鉢
○

平
 
突
起

無
文

地
文
の
み

し
R

に
ぶ
い
黄
構

グ
リ
ン
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1 
Ⅳ
b中
位
72
Ⅳ
a上
位
73
Ⅳ
b下
位
鉢

○
RL
ヨ
コ

充
線
 
無
文
 
沈
線
 
突
起

に
ぶ
い
責
裕
砂
少
量

54
グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b中
位

鉢
○

小
波

沈
線
(内
)

lL
文
 
刺
突
 
沈
線

刺
突
 
沈
線

Ŕタ
テ
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
褐

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位

鉢
D

小
波

サ葱
】夫
貝占
41

無
文
 
刻
目

日
縁
内
側
に
沈
線

橙
砂
少
電

グ
リ
ッ
ド
67
Ⅳ
b中
イ立

鉢
D

沈
線
(内
)

沈
線
 
無
文
 
刺
突
 
沈
線
沈
線
文

に
ぶ
い
黄
褐

57
グ
リ
ッ
ド
67
Ⅳ
b下
位
 6
8Ⅳ
b下
位

鉢
D

皮
沈
線
(■
 
内
)

沈
線
3

光
線
文
 
磨
消

RL
ミ
ガ
キ

こ
が
い
黄
袴

グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b下
位

鉢
D

度
沈
線

死
線
2

沈
線
文

く
L
ミ
ガ
キ

こ
ぶ
い
責
褐

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b中
位

鉢
D
○

)5
:3

平
突
起
4

な
し

LR
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

こ
ぶ
い
黄
褐

60
グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1r
v 
b中
位

鉢
D
○
11
9
11
9
55

11
1
平

刻
日
 
突
起
3

沈
線
】

地
文
の
み

し
R
ミ
ガ
キ

こ
が
い
黄
博

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
a中
位

鉢
D

沈
線
2

地
文
の
み

に
ぶ
い
黄
鳩

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
も
中
位

鉢
0

平
沈
線
3 
驚
】犬
突
起

地
文
の
み

Rを
に
ぶ
い
黄
惜
砂
少
登

グ
リ
ツ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
br
μ
位
 7
2Ⅳ
b上
位

」‐ I
N
D

平
沈
線
3 
瘤
貼
41

地
文
の
み

内
面
炭
化
物

に
ぶ
い
責
褐
砂
少
登

グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b上
位

然
つ

平
沈
線
(内
)地
文

沈
線
2

RL
に
ぶ
い
責
帽
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
69
Ⅳ
b 
F位

鉢
平

沈
線
2

地
文

に
ぶ
い
黄
橙
砂
多
量

グ
リ
ッ
ド
68
Ⅳ
b中
位

鉢
D

波
内
へ
屈
曲
 
沈
線
2 
瘤

に
ぶ
い
黄
椅

グ
リ
ン
ド
68
Ⅳ
b中
位
 
∞
Ⅳ
b中
位
 6
9W
b下
位
 7
0Ⅳ
b中
位
台
付
鉢
D
D
15
2

平
変
」
目
 
突
起

沈
線
 
無
文
 
沈
線

地
文
の
み

に
ぶ
い
黄
裕

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位

台
付
鉢

Э
D

14
0

波
沈
線
(内
)

沈
線
3

地
文
の
み

台
吉
[無
文

に
ぶ
い
橙
砂
少
呈

グ
リ
ッ
ド
68
Ⅳ
b上
位
 6
9Ⅳ
b上
位

台
付
鉢
D
D

平
無
文

Ｗ 何
沈
線
 
地
文

LR
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
‐
6
Ⅳ
b中
位

台
4・
l鉢

台
部
無
文

に
ぶ
い
黄
橙
砂
多
旦

71
グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

台
付
鉢

D
台
部
に
地
文

に
ぶ
い
構

グ
リ
ッ
ド
75
Ⅳ
b上
位

台
fl
鉢

Э
D

LR
ヨ
コ
台
部
沈
線
5 
-部
タ
テ

に
ぶ
い
橙
砂
多
量

グ
リ
ツ
ド
73
Ⅳ
b中
位

台
41
鉢

D
台
部
IH
文

に
ぶ
い
責
橙
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b中
位

台
Tl
鉢

D
0

地
文

台
部
無
文

に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
景

グ
リ
ツ
ド
73
Wb
上
位

台
ll
鉢
ミ
D
D
57

52
8

波
?

貼
付

無
文

に
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅳ
bt
tl
I1
 7
3Ⅳ
b上
位

浅
休

Э
D

平
沈
線
(L
)

無
文
 
沈
線
2 
波
状
突
起

RL
ヨ
コ

に
ぶ
い
責
袴
砂
少
丘

77
グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b中
位

浅
鉢

○
平

lt
線
(内
)
地
文

沈
線
 
無
文
 
沈
線

地
文

RL
に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
71
 Ⅳ
b中
位

浅
鉢

○
平

沈
線
(内
)

沈
線
3 
隆
帯

地
文

に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
丘

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
2Ⅳ
b上
位
 7
2Ⅳ
b中
位

甕
鉢

14
6

平
沈
線
(内
)刻
日

沈
線
2 
隆
帯

匹
字
文

橙

グ
リ
ッ
ド
75
Ⅳ
b上
位

浅
鉢

平
 B
突
起

陸
帯
 
沈
線

ミ
ガ
キ
 
内
面
炭
化
物

灰
責
褐

グ
リ
ッ
ド
75
Wb
上
位

歳
鉢

沈
線

沈
線

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
褐

グ
リ
ッ
ド
馳
Ⅳ
b中
位

,麦
鉢

平
沈
線
(上
 
内
)

沈
線
3 
突
だ

沈
線
文

あ
り
面ヽ
ミ
ガ
キ
 
赤
彩

に
ぶ
い
糟
砂
少
・|
|

グ
リ
ッ
ド
69
Wb
下
位

嚢
鉢

平
 
突
起
沈
線
(内
,

先
線
 
無
文

沈
線
文

LR
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
責
褐

グ
リ
ツ
ド
70
Ⅳ
b中
位

浅
鉢

○
平
 
突
起
沈
線
(内
)

無
文

上
半
:沈
線

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
責
積

箭
グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b中
位

浅
鉢

○
Э

;6
)0

平
充
線
3

地
文
の
み

し
R

に
ぶ
い
黄
橋
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b中
位

浅
鉢

平
沈
線
(内
)
地
文

沈
線
 
無
文
 
沈
線

地
文

に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
景

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位
 7
2Ⅳ
b 
L位

浅
鉢

○
平

無
文

LR
ヨ
コ

に
ぶ
い
黄
構

グ
リ
ッ
ド
68
Ⅳ
b中
位
 
∞
Ⅳ
b下
位

浅
鉢

○
平

山
形
突
起
 
沈
線

沈
 
無
 
沈

地
文
の
み

に
ぶ
い
責
橙
砂
少
E

グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b中
位

浅
鉢

○
平

沈
線
(内
2)

沈
線
2

無
文

内
タ
ト面
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
貰
橙

グ
リ
ッ
ド
72
Ⅲ

浅
鉢

○
平

沈
線
(内
)

先
級
2

無
文

勺
外
面
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
a中
位

,党
鉢

平
無
文

な
し

赤
褐

砂
少
塁

グ
リ
ッ
ド
73
Ⅳ
b上
位

,曳
鉢

○
○
14
0

九
底

平
沈
練
(上
)

無
文

な
し

に
が
い
黄
橙
砂
多
ユ

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位
 7
2Ⅳ
b中
イ立

浅
鉢
ミ
ニ
○
O
「
6

平
沈
線
2

沈
線
(底
付
近
)

ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
糧

グ
リ
ツ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位

浅
鉢
ミ
ニ
D
○

4
丸
底

平
RL
ヨ
コ

に
ぶ
い
黄
桁
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
71
Wb
中
位

浅
鉢
D

平
地
文

RL
黄
褐

グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b口
位

赤
Э

地
文



第
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土
器
観
察
表
③

掲
敵
酌

出
土
地
声

器
種

縁 存
口 残

部 存
底 残
唯 く ｃ
ｍ＞
繭 ぐｃｍ
ヶ
離 ｍ
絲 く ｃ
ｍタ

唇 状

口 形
口
唇
部

頸
 
部

胴
 
部

原
 
体

備
 
考

色
 
調
混
入
物

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

鉢
Э

文 明

地 不
に
ぶ
い
黄
褐

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

鉢
○

に
ぶ
い
褐

グ
リ
ツ
ド
71
Wb
中
位

鉢
○

黄
橙

10
0
グ
リ
ツ
ド
73
Ⅲ

鉢
○

地
文

RL
パ
橙ヽ
砂
少
毘

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

鉢
Э

然
黄
橙
砂
少
畳

10
2
グ
リ
ッ
ド
75
Ⅳ
b上
位

鉢
無
文

パ
黄
糟
砂
少
量

10
3
グ
リ
ッ
ド
73
Ⅲ

鉢
○

な
し
切
断
P

こ
ぶ
い
責
糟
砂
多
昌

10
4
グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
71
Ⅳ
b中
位
 7
2Ⅳ
b中
位

深
鉢

○
地
文
の
み

RL
こ
ぶ
い
黄
橙
少
多
量

10
5
グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b中
位

深
鉢

Э
地
文

こ
ぶ
い
橙
砂
多
量

10
6
グ
リ
ッ
ド
69
Ⅳ
b中
位
 6
9Ⅳ
b下
位

深
鉢

98
地
文
の
み

こ
ぶ
い
黄
褐
砂
多
量

10
7
グ
リ
ツ
ド
67
Ⅳ
b中
位

深
鉢

0
90

地
文

RL
月
赤
褐
砂
多
砂
多
量

10
8
グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

深
鉢

O
82

横
方
向
に
圧
痕

登
砂
多
長

10
9
グ
リ
ッ
ド
68
Ⅳ
b中
位
 6
9Ⅳ
b下
位

深
鉢

O
地
文

RL
三
ぶ
い
黄
橙
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b中
位

】 望
無
文

沈
線
文

こ
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位

上
半
の
み
沈
線
タ
テ
 
ヨ

コ
 
曲
線

に
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ツ
ド
70
Ⅳ
b中
位
 7
1W
b上
位
 7
1Ⅳ
b中
位

子 距
上
半
の
み
沈
線
タ
テ
 
ヨ

コ
 
曲
線

戻
黄
褐

13
グ
リ
ッ
ド
67
Ⅳ
b中
位
 6
8Ⅳ
b中
位

一 霊
D
○
11
1

78
平

沈
線
 
無
文

RL
ヨ
コ

こ
ぶ
い
黄
橙
砂
多
景

14
グ
リ
ツ
ド
74
11

壷
D
O

)0
平

無
文

RL
ヨ
コ

こ
ぶ
い
黄
橙
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
74
Wb
上
位

一 車
D
○

10
2
平

沈
線
2 
無
文

沈
線
 
沈
線
文

Rを
ミ
ガ
キ

三
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
70
Ⅳ
b中
位
 7
0Ⅳ
b下
位

D
75

平
売
線
(内
)地
文
 
沈
線
無
文

こ
パ
い
黄
橙
砂
少
量

グ
リ
ッ
ド
71
Ⅳ
b中
位

壺
D

平
一
部
山
形
 
沈
線
(内

上
)

無
文

ミ
ガ
キ

こ
ぶ
い
黄
橙

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b上
位

学 車
D

度
沈
線
2(
内
)沈
線
 
瘤
状

突
起

沈
線
 
無
文

と
ぶ
い
黄
橙
砂
多
量

調
査
区
東
表
採

一 霊
D

平
佐
線
2

無
文

赤
彩

に
ぶ
い
黄
橙

12
0
調
査
区
東
表
採

一 車
D

平
 
突
起

無
文

こ
パ
い
橙

グ
リ
ッ
ド
終
Ⅳ
b上
位

沈
線
タ
テ
 
ヨ
コ

し
Rヨ
コ

月
黄
褐
砂
多
量

グ
リ
ッ
ド
″
Ⅳ
b上
位
73
Ⅳ
b上
位
 7
3Ⅳ
b中
位

一 亜
○

無
文

外
面
ミ
ガ
キ

砂
少
選

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅲ
 
Ъ
Ⅳ
b上
位

壷
Э

RL
ヨ
コ

登
砂
多
量

調
査
区
東
表
採

壺
ミ
ニ
D

I
平

無
文

な
し

に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
量

グ
リ
ツ
ド
77
Ⅳ
a上
位

壺
ミ
ニ
D
D
21

丸
底

平
無
文

な
し

に
ぶ
い
橙

グ
リ
ッ
ド
77
Wa
上
位

壷
ミ
ニ

無
文

な
し

に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
量

グ
リ
ツ
ド
70
Ⅳ
b中
位

注
目

13
な
し
注
目
部
の
み

登

グ
リ
ッ
ド
74
Ⅳ
b中
位

浅
鉢
?

な
し
仔
型
?口
唇
部
に
突
起

に
ぶ
い
黄
橙
砂
少
量

調
査
区
東
表
採

土
偶

月
褐

砂
少
逼

|

し
つ
ヽ
剣

|
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石
器
観
察
表

し
つ
OO |

掲
載
No

器
種

出
土
地
点

長
さ
(c
m)

‖旧
(c
m)

厚
さ
(c
m)

重
量

石
質

産
地

時
代

石
鏃

SK
2
SE
埋
土
下
位

05
0

チ
ャ
ー
ト

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀

20
2
石
鏃

グ
リ
ッ
ド
25
 
Ⅳ
b

06
0

頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

20
3
石
鏃

グ
リ
ッ
ド
72
 
Ⅳ
a中
位

07
0

27
買
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

20
4
石
鏃

グ
リ
ッ
ド
74
 
Ⅳ
b中
位

30
07
5

買
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

20
5
石
匙

調
査
区
内
東
表
土

頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

20
6
石
匙

グ
リ
ッ
ド
Ю
 
Ⅳ
a中
位

*5
00

*1
54
頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

20
7

石
錐

グ
リ
ッ
ド
密
Ⅳ
b中
位

07
5

メ
ノ
ウ

奥
羽
山
脈

新
生
代

20
8
石
錐

グ
リ
ッ
ド
猪
Ⅳ
b中
位

*3
00

*1
3
買
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

20
9
石
錐

調
査
区
外
畑
表
採

*2
65

07
5

*2
7
頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

楔
形

グ
リ
ッ
ド
73
 
Ⅳ
b中
位

22
0

買
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

石
錐
P

調
査
区
外
畑
表
採

2i
0

凝
灰
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

石
匙
?

グ
リ
ッ
ド
69
 
Ⅳ
b上
位

*3
70

*2
魏
Э

*8
0
頁
岩

奥
羽
山
IF
R

新
生
代
新
第
三
紀

石
鏃
?

グ
リ
ッ
ド
71
 
Ⅳ
b上
位

20
5

09
0

凝
灰
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
二
紀

二
次
加
工

調
査
区
外
畑
表
採

*1
30

22
0

*1
6
頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

二
次
加
工

調
査
区
内
東
表
土

*1
30

18
0

*1
0
頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

二
次
加
工

調
査
区
内
東
表
土

35
0

27
0

頁
岩

興
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

二
次
加
工

調
査
区
内
東
表
土

33
0

頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

石
核

調
査
区
内
東
表
土

49
5

38
5

56
0
頁
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀

石
核

調
査
区
内
東
表
土

38
0

40
0

27
0

47
4
買
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀

石
核

グ
リ
ッ
ド
75
 
Ⅳ
b上
位

42
0

43
0

16
0

36
2
頁
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀

石
核

調
査
区
外
畑
表
採

62
0

30
0

19
86
頁
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ
ラ
紀

22
2
岩
版

グ
リ
ド
66
 
Ⅳ
b中
位

*4
20

52
0

15
0

凝
灰
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

22
3
磨
裂
石
斧

グ
リ
ド
73
 
Ⅳ
b中
位

*2
65

*1
70

*1
25

頁
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

石
棒

グ
ユ リ
ッ
 
ド
73

*5
10

29
5

25
0

砂
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀

石
棒

グ
リ
ド
密
Ⅳ
b中
位

*6
55

*3
30

*0
60

*1
83
粘
板
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ュ
ラ
紀

石
棒

グ
リ
ッ
ド
72
 
Ⅳ
b上
位

*5
10

27
0

04
0

*1
02
粘
板
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ュ
ラ
紀

石
棒

グ
リ
ド
66
 
Ⅳ
b中
位

*5
85

*0
70

*1
05
粘
板
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ユ
ラ
紀

石
棒

グ
リ
ド
53
 
Ⅳ
a上
面

*1
12
5

*4
30

09
0

*5
65
ボ
,レ
ン
フ
ェ
ル
ス
北
上
山
地

中
生
代
自
亜
紀
に
変
成

石
棒

グ
リ
ド
73
 
Ⅳ
b中
位

*1
39
0

08
0

*8
00
粘
板
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
紀
～
ジ
ュ
ラ
紀

23
0
石
製
円
盤

グ
リ
ッ
ド
74
 
Ⅳ
b中
位

60
5

11
50
デ
イ
サ
イ
ト

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

磨
石

グ
リ
ッ
ド
72
 
Ⅳ
b中
位

*6
90

*6
05

*2
32
6
安
山
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

23
2
磨
石

グ
リ
ド
73
Ⅳ
b上
位

11
00

68
0

40
0

47
93
安
山
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

23
3
凹
石

グ
リ
ド
77
 
Ⅳ
a上
位

67
0

37
5

26
25
安
山
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

23
4
凹
石

グ
リ
ド
51
 
Ⅳ
a上
位

11
80

46
23
安
山
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

23
5
礫
器

グ
リ
ッ
ド
66
 
Ⅳ
b中
位

*1
16
0

54
95
閃
緑
岩

北
上
山
地

中
生
代
白
亜
紀

23
6
石
皿

調
査
区
外
畑
表
採

*1
15
0

*1
34
0

*9
25
4
デ
イ
サ
イ
ト

奥
羽
山
脈

新
生
代
新
第
三
紀

23
7
石
皿

調
査
区
外
畑
表
採

*1
0 
1X
l

12
30

53
0

*1
01
20
安
山
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
第
四
紀

23
8
石
皿

グ
リ
ッ
ド
77
 W
a上

*1
4紹
Э

*1
76
0

*1
81
10
6
安
山
岩

奥
羽
山
脈

新
生
代
第
四
紀

石
皿

グ
リ
ッ
ド
70
 
Ⅳ
b中
位

*■
90

*1
68
0

*1
65
09
デ
イ
サ
イ
ト

奥
羽
山
脈

新
生
代
第
四
紀

*E
Pは
破
損
品
の
た
め
残
存
値
を
示
す
。



V

上町遺跡における火山灰分析調査報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に
岩手県二戸市金田―に所在する上町遺跡は、北上山地北部を流れる馬淵川中流域の左岸に分布する

狭小な段丘平坦面上に立地する。大池ほか (1966)に よる段丘区分では、十和田八戸テフラの火砕流

堆積物を段丘構成層とする福岡面に対比されている。

今回の発掘調査では、縄文時代晩期頃とされる陥穴などの遺構や同時期の縄文土器や石器などの遺

物が検出されている。この縄文時代晩期の遺物包含層を構成している土層は、黒色を呈する火山灰土

いわゆる黒ボク上であるが、その層位には白色粒子の散在が認められている。調査区では、遺物包含

層の上位に平安時代10世紀初頭に噴出した十和田 aテ フラ (To― a)の降下堆積層、下位に縄文時

代前期の約6000年前に噴出した十和田中諏テフラ (To― Cu)の 降下堆積層が確認されていることか

ら、遺物包含層中の白色粒子についても、テフラに由来する砕屑物である可能性のあることが指摘さ

れている。

今回の分析調査では、この白色粒子を含む包含層中の砕屑物の性状を明らかにし、テフラに由来す

る砕屑物が確認された場合には、既知のテフラとの対比を行う。

1試 料

調査区の基本層序は、上位よりI層からⅦ層まで分層されている。 I層 は盛土であり、工層は盛土

直下の暗褐色土、その下位のⅢ層がTo― aの降下堆積層、V層がTo― Cuの降下堆積層、Ⅶ層が十和

田南部テフラ (To― Nb)の 降下堆積層とされている。To― aと To― Cuの間層であるⅣ層は、黒ボ

ク土層であり、上位よりⅣ a、 Ⅳ b、 Ⅳ c層に細分されている。これらのうち、Ⅳ a層は黒色を呈す

る縄文時代の遺物包含層であり、白色粒子の散在が認められている。Ⅳb層は黒褐色土、Ⅳ c層は暗

褐色土である。To― Cuと To― Nbの間層であるⅥ層も黒ボク上であり、To― Nbに由来する軽石を少

量含む上位のⅥ a層 と同軽石を多量に含む下位のⅥ b層に細分されている。

試料は、28グ リッド基本層序 1のⅣ a層 より採取された黒ボク± 1点で、試料にはNo.2の番号が

付されている。 (第 6・ 7図 )

2分 析 方 法

ここでは、テフラの検出同定により砕屑物全体の状況を確認し、重鉱物組成と火山ガラス比を求め、

さらに火山ガラスについては屈折率の測定を行う。各分析法の処理手順は、以下の通りである。

(1)テ フラの検出同定

試料約20gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量

自然科学分析
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の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型・中間型・軽石型の3タ イプに分類した。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス

であり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

(2)重鉱物・火山ガラス比分析

試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メ ッシュの分析舗を用いて水洗し、粒径

1/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、師別し、得られた粒径 1/4mm-1/8mmの 砂分をポ
リタングステン酸ナトリウム (比重約2.96に調整)に より重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250

粒に達するまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色

金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で

同定の不可能な粒子は「その他」とする。

火山ガラス比は、重液分離した軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を

求める。火山ガラスの形態分類は、上述のテフラ分析に準ずる。

(3)屈 折 率 測 定

屈折率の測定は、古澤 (1995)のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

3結 果

(1)テ フラの検出同定

試料には、中量の軽石と微量の火山ガラスが認められた。軽石は、最大径約 7mmであり、灰白色

を呈し、発泡不良なものが多く、白色を呈し、発泡のやや良好な軽石も微量含まれる。ただし、後者

の軽石は、粒径 lmm以下の細粒軽石である。火山ガラスは無色透明の塊状の軽石型である。

また試料中には、径1.5～ 3mm程度の暗灰色、灰黒色および赤褐色を呈する比較的新鮮な安山岩
の岩石片が少量混在し、微量の黒曜石の破砕片と見られる砕屑物も認められた。

(2)重鉱物・火山ガラス比分析

結果を表 1、 図 1に示す。重鉱物組成では、斜方輝石が多く、約600/Oを 占め、次いで不透明鉱物が

20数°/。あり、10数°/。の単斜輝石を伴うという組成である。火山ガラス比では、軽石型火山ガラスが少

量含まれ、極めて微量の中間型も含まれる。

(3)屈 折 率 測 定

結果を図 2に示す。火山ガラスは、nl.506-1.510の レンジに入り、n1507-1509に モードがある。

4 考 察

No.2試料のテフラ分析結果から、Ⅳ a層中に認められた白色粒子は軽石であると判断される。上

町遺跡の地理的位置と、To一 Cuと To― aに挟まれたⅣ a層の層位に基づけば、これまでに研究され

た東北地方におけるテフラの産状 (町田ほか (198111984)、 Arai et al(1986)、 町田 。新井 (2003)
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V 自然科学分析

など)と の比較から、Ⅳ a層 中の軽石は、十和田カルデラを給源とする十和田 bテ フラ (To― b)

に由来する可能性がある。また、軽石の色調や発泡度および安山岩片や黒曜石片を伴うことなどは、

松山 。大池 (1986)に よるTo― bの記載とよく一致する。両輝石からなる重鉱物組成もTo― bのそ

れと同様であり、Ⅳ a層中の軽石がTo一 bに由来することを支持している。

一方、火山ガラスの屈折率については、町田・新井 (2003)に記載されたTo― bの火山ガラスの

屈折率nl.498-1.501と は明らかにレンジが異なっており、むしろTo― aの火山ガラスの屈折率とレン

ジが重複する。この結果については、測定した細粒の火山ガラスは、上位のTo一 a降下堆積層から

の落ち込みに由来する可能性と、To― bの中でも降下ユニットによって屈折率の異なる火山ガラス

が含まれている可能性の両者を想定することができる。降下ユニットによって火山ガラスの屈折率が

異なることは、上位のTo― aでは町田ほか (1981)に より確認されている。現時点では、検討材料

が不十分なため、両者の可能性のいずれが高いかを判断することはできない。周辺の事例研究も含め

て、今後の課題としたい。

なお、To― bの噴出年代は、町田・新井 (2003)に より約2000年前とされている。Ⅳ a層中の軽石

がTo― bと した場合に、イ亀文時代晩期の遺物と混在することについては、特に層位的な矛盾はない。
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遺跡全景 (←北)

遺跡周辺 (一西)

写真図版 1 航空写真 (1)
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調査区周辺 (←北西)

調査区全体 (←南西)

写真図版 2 航空写真 (2)
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調査区全景 (一南東)

調査区全景 (←北西)

写真図版 3 遺跡全景
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基本層序 1(←南) 基本層序 4(←南)

基本層序 3(一南)
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写真図版 4 基本層序



SK05完掘 (-1ヒ )

SK02断面 (一西) SK02完掘 (←西)

SK04・ 06完掘 (―北 )

SK03完掘 (←南)

SK04・ 06完掘 (―東)

写真図版 5 遺構
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写真図版 6 遺物出土状況 (1)



遺物出土状況 (←南)

遺物出土状況 (←南)

遺物出土状況 (―南)

写真図版 7 遺物出土状況 (2)
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遺物出土状況 (←西)

遺物出土状況 (一東)

遺物取り上げ状況 (一東)
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写真図版 8 遺物出土状況 (3)



遺物出土状況 (←西)

遺物出土状況 (一南)

遺物出土状況 (←西)

写真図版 9 遺物出土状況 (4)
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グリッド1付近 (←西)

グリッド11付近 (←西)

グリッド25付近 (←西)
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写真図版10 検出状況 (1)



グリッド44付近 (一西)

グリッド54付近 (←西)

グリッド82付近 (←東)

写真図版11 検出状況 (2)
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写真図版12 上器 (1)



写真図版13 土器 (2)
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27                         28
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写真図版14 土器 (3)



写真図版15 土器 (4)
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写真図版16 土器 (5)



写真図版17 土器 (6)
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写真図版18 土器 (7)
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写真図版19 土器 (8)
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写真図版20 土器 (9)
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写真図版21 石器 (1)
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写真図版23 石器 (3)
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写真図版24 石器 (4)
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